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贫
士
盡
'

C
六II.

六)

雜

.錄

：

磨
淡
會
社
越
海
考
.：：
 

.館
十
.ニ

號

^
}

I
メ

レ
ご
其
他
の
地
方
S

出

す

气

羊

毛

.の
買
込
會
社
の
得
た
利
益
は
非
難
の
多
が
つ
ね

'
,に
不
拘
、
比
較
.

み
、
之
れ
を
：「

ィ
グ
ー
フ
ゥ
ち
市
の
毛
織
物
業
者
及
帽
芋 

證

人

R
•交
：附
ず
る
ピ
共
に
、
‘彼
等
.の
'製
品
を
遠
く
枝 

匈
牙
利
及「

ジ
ーV

シ
ブ
ル
ゲ
ン」

地
方
の
市
場
に
供 

給
せ
し
も
の
で
あ
る
、
；伹
、
此
會
社
ょ
り
原
料
の
典
給
一 

を
，受
け
且
つ
其
製
品
の
腋
寶
を
依
賴
す
る
も
の
は
、
同

| 

w
tt
他
ょ
り
原
料
の
供
給
を
、受
け
、
，又
だ
他
.に
製

品

の

\  

賣
込
を
禁
じ
た
；‘の
で
あ
る
、
爾
ほ
此
會
11
は
本
來
、
獨

| 

占
的
意
義
を
有
甘
ざ
^

^
も
の
な
る
も
、
其
後
、.
士
立 

:職
の
方
而
ょ
6
多
少
非
難
の
職
を
聞
く
に
至
>
、
千
七 

W
1 〗

+
五
年
に
於
，て
31
に
新
會
社
0 -
組
織
を
見
る
：に

至

\

 

つ
た
の
で
あ
各
、'
尙
ほ
最
後
0
例
證
ビ
し
て
見
る
可
き 

も

の

は「

ア
ム
べ
ル
：グ」

錫V

リ
キ
#
社
で
：あ
る
、
此

| 

#

社
は
前
の
場
合
ビ
異
な
' つ

て

云

は

ば

半
^'
半

民

會

社

で
:f
i

株
主
中
に
は「

パ
ィ
エ
ソ
ル.ン
し
の「

フ
ブ
ド
タ
ッ
ヒ,

,

公
其
他
、
當
時
の
政
府
に
於
け
：：る
要
购
の
人
々
を
網
羅 

し
た
の
で
ぁ
る
、
.而

し

て

斯

ィ

の

如'^
紐
織
に
ょ
っ
て

的
長
く
獨
占
的
地
位
'を
維
持
し
た
乙.VJ

で
あ
る
が
、
然 

し
他
の
~
.
1而
か
ら
見
れ
.ば
屢
.々
會
社

の

資

金

.が

政

府

方 

面

に

利

用

せ

ら

れ

る«
會

を
'生
む

に
S
つ
た
の
で
あ'る 

現
，に
千
，五

；
6
五
.十
¥「

フ
_ジ
ド
ソ
ッ
ヒ」

は
,3
千

「

フ
ロ 

リ
ン」

を
一
年
間
同
會
社
か
ら
無
利
子
で
補
給
を
仰
い 

こ

ゝ

が

あ

ヶ

、
又
：、
千

五
?!
九

十

五

年

以

來

は

每

年

其 

.刺
«
の
幾
部
分
を
收
む
，る》J

ど
に
な
つ
た
の
で
あ
る
、
 

尙
ほ
會
社
の
業
務
を
遂
行
す
る
上
R
於
て
之
れ
が
支
配 

#
,を
：惟

1っ
て
ゐ
：る
の
は
同
.會
.社
の

號

资

役

で

、
.
屢

々

會 

社
：に
關
す
る
文
書
中
に
はr

a
t
h
0

名

稱

を

以

て

.®
は
さ 

れ
て
居
る
‘の
で
あ
る
。：

:

闼

「
ヤ
コ
ブ
：、

ス
ト
リH

デ
ル」

は
：以
上
联
げ
し
如
き
企 

業
組
織
が
如
何
な
る
意
味
に

於
で

以
太
利
の
株
式
#

«
 

と

和

蘭

の

株

，式

會

社

'の

中

問

的

地

位

を

占

む

る

か

ド

就 

，き

て

全

然

說

明.を
し
.て
お
ら
ぬ
の
'で
あ
る
が
、
論
者
の

見
る
.處
で
は「

ス
r

l

 V
」

市
に
設
け
ら
れ
し
株
式
會
社 

の
如
き
同
市
に
移
住l y

M

p

し
教
に
上
り
て
生
と
し
て 

營
ま
れ
し
こ
S

ミ
常
時
、
以
太
利
人
に
し
て
此
方
而
の
. 

.

«

u
等
に
.活
動
せ
し
も
の、
あ
^

c\

し
こ
'
;と
は
.、

力
ら
、 

其
間
に
以
太
利
の
仓
業
鈕
織
を
.輸
入
し
得
る
餘
地
存
せ 

し
が
如
し
。

(

完)

:;
: 

■

.
l
l
v
{
l
#
«
)
l
\
c
/
\
(
l
{
/
\
/
v
(
/
l
(
l
(
J
(
l
/ 

,
f
f
\
/
\
f
(
»
{
I
(
l
(
l
(
l
/

-

. 

. 

. 

• 

- 

.

.

.

マ

ァ

シ

：：
ヤ

>

敎

按

0'
2

&
邑

.

.

評

論

梗

概
三

_
邊

金

ペ

藤

-

ホ
ヰ
ツ
ト
レ'
'ィ
報
^
中
に
唱
遨
せ
ら
れ
あ
る
工
場
委 

員
及
聯
合
産
業
會
議
の
制
度
は
、:.
'
勞
働
者
を
し
で
闾
職 

組
#

に
f t

し
て
.
忠
實
次
.
な
ど
共
に
、
而
じ
で
又
時
は.は
：
 

其
に
.
も
優
り
-

て
、：：.同
-
產
業
は
從
事
す
る
他
の
勞
働
者 

に
對
し
て
忠
實
な
ら
し
め
ん

V」

す
る
運
動
の 

一
«
を
稍

,
第
ャ
三
怨
，

(

'

M

£

七)

雜
-

錄

々
具
體
化
せ
る
.も
.の
^
謂
，ふ
可
き
な
る
が
、
ナ
シ
ョ
'ナ 

k

 

•ギ
押
ゅ
0
翦
求
も
亦
れ
此
述
動
後
援
を
得
た 

る
も

の
な
る
な
然
か
も
最
近
時
に
於
て
特
に
優
勢 

ビ
な
れ
る
此
運
動
は
.、I..

世
紀
.前
に
，生

せ
る
運
動
ビ
は.
 

|

全
く
疋
反
對
の
方
向
に
走
る
も
の
ビ
■
す
可
き
な
b

° 

蓋
し
十
八
世
紀
ょ
纟
移
り
て
十
九
世
紀
に
入
る

や
手
工 

業
親
方
*
の
所
有
に
.か
：

A

る
作
業
場
は
慶
勢
な
る
產
業 

單
位
た
る
の
實
を
失
ひ
、
' 夫
ょ
り
麗
に
一
一
世
代
を
經
た
：
 

名
後
に
：於
て
は
、
灌
注
は——

昔
嘗
つ
て
勞
働
潘
た
り 

し
者
U

V
も

1

専
ら
大H

場
の
組
織
S
財
，政
的
方
面 

と
に
#
掌
す
る
に
至
b
/a
れ
ば
な
り
。

十

九

做

紀

末

は

至b
て
は
、
IK
1

一
X
業
內
に
於
で
#

一
ま
る 

>作
業
の
«
類
極
め
て
氣
種
多
樣
ビ
«
り
た
る
が 

一
爲
め
.、
、
是

に

從

事

す

る

各

種

職

H

間
の
共
同
的
絲
帶
も 

亦
^
破
れ
.で
各
個
の
職
1£
:は
勞

银

其

他

の

事

項

に

關

し+
 

揩

導

ビ

援

助.ど
&
各

自

の

組

合

に

求

ひ

る

：に
0

t

 

o 

從
つ
て
組
合
に
對
す
る
忠
誠
の
觀
念
は
其
高
侦
な
る
情

$

0

 

.
九 4.::

マ
ナ
ソ
ャ
ル
数
授

'の

を̂

0
8
1

Guildŝ

論
横

^



1

を̂

^

^

議

^

^

^

^

^

^

ふ
■
^

-

1̂

- 

.

，

I
;

.

.

 

飨
十

H
卷

(
1

六
二
八)

雜

擎

マ

J

ャ
か
敎
授

i

f

lGuilds

評

論

栩

概

.
第

十

ニ

撾

九

II

一
，
：

'

緖

に

觸

れ

之

を

廣

ふ
^

足
る
も
の
あ
り
し
が
、
自

己

の
ン

グ

ロ
*

テ
ク
、ソ
‘ン

の
、勞
働

者

は

獨

裁

政

治

の

表

面

上)

I 

. 

從

粤

せ

る

企

業

の 
一
^
的

利

«
の

如

き

«
全
ぐ
念
頭
ょ
、

元
氣
極
め
て
旺

«
な

る

^
隨

喜

し

て

、

自

由

の

爲

め

の

■  

ノ 

り
闯
れ
て
强
く
其

.

心
に
訴
ふ
る

^

こ
ろ
な
き

^ .

至
り
自
由
に
無
頓
着
な
る

®

逸.

其
他
の
勞
働
满
ど
は
稍
其

®

|

へ

•

.

ぬ

:°
於

是

乎

國

家

は

總
1:
'
の
資
本
を
自
己
の
掌
裡
に
收
を
異
に
じ
た
ヶ
き
？.フ

土
丨
ビ
ア
ン
主
義
者
は

幾
分
純

マ 

1.
;

.

;:
め

#:
ら

f

產

業

•を

直

接

に

茭

配

备
 

ル

ク

ス

主

義

ど

妥

協

す

る

f

ろ

あ

り

た

れ

ど

も

、

.輓
 

„ 

:は
、
勞

働

者

の

理

想

ビ

ょ

ぅ

大

な

る

物

質

的

幸

福

に

對

—

近

彼

等

の

勢

力

は

集

癍

主

義

は

ぎ

働

者

の

物

質

的

幸

福
 

一 

す

る

願

望

す

に

適

ひ

、

勞

働

翁

は

各

自

の

所

得

に

對

し

を

增

す

乙

^
あ

ら

ん

も

其

自

尊

自

重

を

發

達

せ

し

.め

ざ
 

フ 

て

梢

利

を

窮

す

る

も

彼

若

ぐ

は

他

人

が

之

を

用

ゐ

て

生

る

可

し

、
.
郵

便

夫

は

或

は

同

情

に

富

み

た

る

可

き

雇

主

'■
;
:產
に

便

せ

ん

と

す

，今

は

國

家

0
權

利

に

對

ず

る

侵

害

た

|
.の
支

配

を

脫

し

て

、

萬

事

命

命

芦

に

動

く

の

：み

に

て

自

■ 

* 

• 

• 

•
' 

.

. 

<
.

パ 

る
を
- *

瞪
せ
ん
ビ
す
る
も
の
な
6

ビ
«

は
る
、

-

マ
ル
ク
已
の
溫
情
を
恣
，にす
る
を
得
ざ
る
斑
員
輩
の
指
輝
下
に

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ス
の
奇
怪
な
る
論
法
を
容
易
に
承
認
せ
ん
ビ
す
る
に
至
一
立
づ
に
ょ
&
て
自
由
に
せ
ら
る
る
な
か
る
可
し
ど

' 

.

.

.

.
—

—

•
• 

' 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

.

.

.
 

:

れ

々

o
蓋

し

勞

働

者

は

資

本

の

^
有

ょ

0
生

ず

る

一

切
j

主
張
す
る
新
な
る

.|

派

の

勢

力

の

加

は

る

に

伴

れ

て

次

.

| 

，

の

利
潤
は
總
て
贓
品
た
6

W
謂

ふ

-
ル

ク

ス

の

說

は

重

|
第

に

衰

退

す

る

に

至

れ

ら

。

一
 

要

な

る

眞

理

を

誇

張

し

た

る

も

の

に

外

な

ら

す

と

見

做

然

れ

ば

新

運

動

'は
、

筋

肉

勞

働

者

れ

るVJ

精

*

的

勞
 

| 

す

も

の

た

れ

は

な

b
o V

.

'
:

働

者

た

る

^
を

間

は

ず

、

一

切

の

勞

働

漭

に

一

人

格

者 

r;: 

以

上

办

如

き

舭

會

主

義

的

傾

向

は

西

歐

諸

國

の

大

多

ヾV

し

て

の

減

嚴

を

認

む

る

を

最

先

の

急

務

と

な

さ

ん

と
 

ツ 

數

に

於

て

殆

んV

軌

を

1
R
せ

：る

と

こ

ろ

な

る

が

、

ア

す

る

も

の

に

し

て

、

其

主

張

の

要

點

は

吾

人

は

斯

の

如

:
く

に

し

て

勞

働

者

の

全

糈

力

を

喚

起

し

其

活

動

を

自

由
 

な

ら

し

む

る

を

#
可

く

、
：
而

し

て

終

に

は

又

斯

の

如

く
 

に

し

て

假

令

國

家

が

私

人

所

有

の

資

本

を

沒

收

し

て

將
 

.來
の

四

、

」

五

十

年

間
^

S
ぅ

セ

普

逋

の

資

本

利

子

に

該

： 

當

す

石

所

得

を

生

ず

可

き

國

偾

券

を

之

に

換

へ

與

ふ

るI 

.，も
、

猶

ほ

物

質

的

幸

福

は

：

1
«
に

，高

め

ら

る

、

を

得

る
 

が

如

き

然

か

く

大

印

る

生

迤

の

增

加

を

招

徠

す

る

を

得

.

-

可
&
な
り
ド
r

謂
ふ
に
在
る
な
^

N。

實
業
家
ば
此
制
度
の
：| 

下
に
於
て
も
各
&

の
產
業
.の
爲
め
に
其
活
動
を
繼
續
す
一 

.る
を
得
可
し
。
然
れ
Z

も
f

の
產
業
に
於
け
る
作
業 

の
全
體
は
、
是
れ
に
從
事
す
る
人
々
に
侬
り
て
統
制
せ 

「

ら
る
可
き
に
し
て
、
是
等
の
人
々
は
其
集
1 1

的
資
格
に 

て
、
換
言
£

ば

1

個

の「

ギ
，
ル
：ド

」

ミ

し

て

生

產

手

段Z 

に
對
す
る
賃
借
料
を
國
家
に
納
入
す
る
も
の
な
彡
。

却
說
此
計
晝
に
甚
く
と
き
は
事
業
の
統
制
は
利
用
し 

得
可
き
®
«
秀
の
技
術
上
の
知
識
ビ
實
務
上
の
經
驗
ビ 

に

侬

6
て

指

導

せ

ら

る

、
を

見

る

可

し

。

何

^,
な

れ

ば

德
十
三
翁

‘

2
六

ご

九)

雜

鏠

マ

-ァ
シ
ャ
か
敎
控 假

令

國

家

は

或

鍾0
代

償

を

其

所

有

者

に

與

へ

て

一

切 

の

事

業

設

備

を

引

繼

ぐ

と

す

'る
も「

ギ

ル

ド」

は

其

課

程
 

に

參

與

す

可

き

悉

皆

の

適

材

を

利

用

し

得

れ

ば

な

り

。

「

ギ

ル
ド」

の

各

員

は

何

れ

も

其

の

虫

要

な

る

問

題

に

揸
 

票

し

で

之

を

決

す

る

も

の

な

れV

も

、

斯

く

て

一

度

決
 

足
せ
ら
れ
た
る
方
針
は

「

ギ
ル
ド

」

に
於
て
最
も
有
爲
な 

b
ビ
考
ふ
る
人
々
に
依

h
て

實

施

ぜ

ら

る

、

も

の

に

し
 

て

、

其

人

撰

に

當

り

て

は

翁

が

.代
,

を

受

け

た

る

舊

0' 

資

本

家

れ

る

す

經

驗

を

積

め

る

支

配

人

れ

る

と

將

穴

又
 

，
新

規

.な
る

事

情

の

下

に

有

爲

の

才

能

を

腺

べ

得

た

る

筋
 

肉

勞

働

者

た

る

と

はr

切

之

を

問

は

ざ

る

も

のv 3

す

。 

然

れ

ば

此

計

畫

は

產

業

砂

全

收

獲

を

勞

働

者

に

所

觸

す
 

可

き

も

の

S
目

す

a
其
一

.方
に

於

て

筋

肉

的

な

&

ざ

る 

勞

働

は

何

れ

も

之

を

輕

視

す

る

が

如

き

_

類

の

も

の

ビ 

は

全

く

異

れ

る

智

的

水

準

上

に

立

つ

も

の

？l
i

ふ

可

き 

攻

り

。

次

に

此

計

迸

に

於

て

は

特

種

職

業

の

內

部

に

於
 

け

る

赞

现

は

典

全

體

を

摩

げ

て

之

を

勞

働

龃

令

恭

く

は
 

のNational Guilds
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1

铖

九
四

其
後
雜
者
の
，統

御1
4委
す

る

も

の

な

れ

V 」

も

併
し

產

業 

の

主

要

齟

織

は

其

機

能

，•
»
分

に

甚

礎

を

置

き

て

之

を 

定
む
可
き
に
し
て
、
此
點
ょ
ち
之
を
見
れ
ば
幾
多
の
產 

業
的
機
能
は
何
れ
の
職
業
の
範
圍
に
も
熥
せ
す
、
從
つ 

，
て

何

れ

の

勞

働

組

合

の

勢

カ

圈

內

に

も

輝

せ

ざ

る

も

の 

た
る
を
見
る
可
き
な
6
0 

.

.

然
れ

^

咚
以
上
の
■

動
が
未
だ
微
弱
た
る
域
を
脱

^

ざ
る
中
に
、
早
く
も
强
力
な
る
反
對
の
喚
起
せ
ら
る
、
:

-

の
惬
を
避
け
ん
が
爲
め
R

は
周
到
な
る
用
意
を必
要

W

す
る
も
の
に
し
て「

其
基
調
は
蠶
食
的
統
制
^
る
可
き

な
り

4

然
れ

^

も

|

度
決
勝
線
に
到
達
し
た
る
と
き
は 

r

保
持
1 >

得
可
か
ら
ぎ
な
も0
,

^

な
す
可
き
，に
し
て
、
次 

に
.
は
n

出
來
得
る
，限.
b

夙
に
斯
か
.

る
受
働
的
承̂

を
M

 

じ
て
#

働
者
^

1

身
@
.
能
爾
的
撰
擧
と
なし
、
斯
ぐ
て
.

「

エ 

場
1瘍
り」

：
が
單
に
.
組
合
の
役
員
た
る
に
北
ら
ず
し
て、
.

一

.%
ら

R
產
業
の
役
員
を
'兼
ぬ
.る
^
の
た
る
^
免
ら
し
ひ 

\

可
き
な
6

S
受
領
甘
る
金
額
を
0
ら
分
配
す
る
組
合
の 

一
所
萆
せ
.る「

集
合
^

^」

を
し
て
*
次

に

個

人

的

^
*;
に 

j 
:代
ら
し
む
可
§
な
り
。
面
し
て
斯
く「

«
主
の
.職
分
が
，

ノ

漱
次
彼
の
掌
裡
ょ
k
v去
る
' に
伴
れ
て
尸
錄
素
發
の
徒
た 

\

る
其
根
本
的
#
質
は
愈
々
益
々
明
瞭
と
な
る
可
ぐ
し
て 

:其
結
果
は
終
に
彼
の
權
カ
に

r

層
本
質
的
な
る
ど
こ
ろ 

緙
濟
的
主
權
は「

ギ
ル

;^」
(

純
然
た
る
產
業
上
に
於
け|

'の
も
の
、
即
ち
彼
の
威
信
を
致
命
的
に
毀
損
す
る
^
至 

る
發
議
榴
S
等
し
ぐ
經
濟
上
に
於
け
る
發
議
權
を
も
苻>

す
\
ビ

國

家(

3
な
く
は
服
4
R .
置
か
る
ま
じ
き
公
典 

的

^
益

.の
保
誕
者

VJ

し
て
進
退
す

.ノ

^
の
間
に
分
た
パ
6 

可
き
も

の
と
す」

。
此
目
的
に
對
す
る
手
段

s 
t
て
は
先 

づH

場

委
肩
に
於
て
.其

承
認
せ
ざ
.̂
職
X
長
.の
.位
置
を

る
可
し」

.0

C
H
b
.

 

C
o
l
e

氏

は

以

上

の

計

畫

を

精

細

な

'ら
し

め

. 

て
左
の
如
く
說
け6
0

各H

場

に

は

若

干

，
の

作

業

場

に

於

け

る

勞

働

雜

の

，
全
 

體

に

：
依

.
り

て

撰

出

，'
せ

ら

れ

た

る

‘副
姿

員

會

と

直

接

：
若

く

は
間
接
に
總
て
の
作
業
場
に
依
k
て
撰
出
せ
ら
れ
た
る 

H

場
要
員
會
S
を
設
く
可
し
o
若

干

の

エ

瘍

委

員

は

地

、 

.方
同
職
組
合
に
®
り
て
撰
出
せ
ら
れ
た
る
若
干
の
13
« 

組
合
代
表
者
と
共
に
地
方
委
員
#
を
權
虡
し
、
斯
く
て
. 

順
次
に
ナ
'
シ

m

ナ
ァ
ル
•
ギ

ル

ド

の

行

政

部
e
簽
地
方
の 

,
:合
同

職

龃

合

の

代

表

濟

ょ

も

成

る

.全

國

代

表

者

會

議

贫 

を

組

織

す

可

し
'；
0

筋

肉

勞

働

漭

及

刀

筆

的

勞

働

奢

试

自
 

己
が
其
配
下
^
勸
務
す
可
き
各

.0
の
職
エ
長
だ
支
配
.人 

S
を
各
工
場
に
對
し
及
全「

ギ
ル
.ド」

に
對
し
て
撰
出
す 

可
き
^
の
と
す
。
同」

の
规
定
は
ぼ
«

象
の
爲
め
に
、 

各H

場
に
對
し
各
地
方
に
對
し
及
全
國
に
對
し
て
設
け

.ら
る
■可
き
も
のVJ.

す
。

.

.

.

.

全
國
に
於
け
る
有
ら
ゆ
る
産
業
の
.巾
央
的
統
制
は 

C

ィ)

生
產
考
を
代
表
す
る「

ぎ
グ
ド̂

#

議

(

3
消
費
者

. 

v
j

し
て
の

_

民
を
代
表
す
る
«
#
、

.

)

單
に
總
で
の 

瞬
民

.

力
代̂

せ
*

ら
る
>に
あ
ら
す
し
て
社
會
的
活
動
の 

谷
方
面
に
於
け
る
總
て
の
國
民
が
代
表
せ
ら
る
も
の
に

し
て

y
 

.時
折
良
ギ
.

ゲ
ドj

會
議
ビ
酸
會
ど
- 0

間
の
#

S

 

を
裁
定
す
可
き
稍
漠
然
た
る.1 1

體
と
の
掌
裡
に
置
か
る 

.、
も
の
と
す
。
デ
ー\

氏
は
吏
に
主
張
し
て日
く
、
集
產 

主
義
の
ユ
ー
ト
ピ
ァ
は- ®

設
ト
ラ
ス
ト
の
世
界
な
る
可 

く
、「

ギ
ル
ド」

の
ュ
I

ト
ビ
ァ
は
全
社
會
の
利
益
の
爲 

め
：に
活
動
す
る
生
產
潴
の
形
つ
く
る
力
ル」

グ
ル
の
世
界 

な
る
可
し
。
若
し「

ギ
ル
ド」

に
し
て
陳
腐
平
凡
に
陷
る 

可
.
か
ら
ず
と
す
れ
ば
、：其
は
エ
場
？
エ
場
、
地
方
と
地
方 

，及
.
國
民v

j

國
K

S

の
間
に
存
す
る
特
殊
性
を
保
存
せ
ざ 

る
可
か
ら
す
。，ギ.
y

ド」

は
.

人
間
の
同
. 

一
f t

を
基
.礎
と
し 

.

て
其
上
に
建
設
せ
る
人
間
差
別
性
の
組
織
な
り
ど
す
。

.現
經
濟
制
度
の
下
に
在
り
て
ば
、訓
練
は
太
部
分「

見 

え
ざ
る
手」

.に
依
b
v
^
M
l
的
^
强

制

せ

ら

る

、

も

の
 

な
れ
ど
も
、
屢
芾
酷
に
失
す
る
乙
s
^
，
る
が
爲
め
に
人 

間
の
^
力
に
依
り
て
ま
«
か
其
鋭
鋒
を
緩
和
輕
_
ず
る
‘ 

0.
必
要
を
招
徠
す
。
然
れV 」

も
此S

働
的
訓
練
に
し
て 

徹
去
せ
ざ
ら
ん
か
遍
通
廣
大
な
る
權
威
を
招
じ
來
A
て

第

十

三

释

(
一

六

- H1 

>

 

雜

錄

マ

，ァ
少
ヤ
少
敎
授

-
のN

a
t
i
o
n
a
l
,

 

p
-

i
l

d
s

評
論
槌
槪

第
十
二
號

金



I

I

l(fi

第

十

三

餘(

一
六
三
.ニ)

雑

‘錄

.マ

.，ァ
ジ

ャ

ル

敎

授

の|

0
&

0
1
1
蕻

評

論
^'
槪

第
十
二
就

九

大

，事
小
事
に
於
け
る
姿
用
を
防
止
せ

ん

こ

ど

を

祈

ら

ざ
 

る
-可
か
ら
ず
。
若
し「

ギ
ル
ドj

組

織

に

‘し

て

其

が

現

茌 

に
於
て
a

M
せ

り

^

も

見
え
ぬ

或

る

a
念

を

：發

達

せ

ら
 

む
る
に
あ

ら

ざ

れ

ば

ノ

其

は

恐

ら

く

ば

混

亂

界

に

漂
着 

し
て
之
ょ
b
救
ひ
出
す
も
の

は

唯
々
武
斷
的
專
制
主
_

Iの
み
な
る
を
見
る
可
し
。

.

;■

却
說
以
上
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
« 

.
ギ
ル
ド
の
梗
槪
な
6
.
 ̂

しV

以
下
過
去
幾
世
紀
間
：の
經
驗
を
馬
耳
東
賦
な
ら
し 

め
さ
る
.ビ
典
に
、
稍
々
大
な
.る
規
模
の
.下
に
於
.て
は
未 

だ
嘗
つ
て
持
績
的
成
功
を
W
し

れ

る
Z

ビ

な
き
組
織
方
.'
:: 

;法
か
社
#
主
義
的
豫
言
者
‘の
魔
術
棒
の
ー
揮
匕
共
に
直 

ち
化
恒
久
的
効
功
を
生
じ
來
る
可
し
ビ
想
像
す
る
を
敢 

て
せ
中
し
て
形
つ
く
b
得
可
き
將
來
の
可
能
性
を
豫
测 

し
試
む
可
し
:°

丨
先
づ
第
一
に

1:
き

を
^
く

可

き

は

ム

皿

責

任

の

加« 

せ

る

產

業

上

の

地

位R
任
ず
可
§
有
爲
な
る
人
材
を
索 

め
來
る
可
き
基
礎
を
鑛
大
す
る
に
依
.
^
:
^
て

備

^

せ

ら

る

、
產
業
能
力
の
程
度
跟
し
て
如
何
ば
か
ト
贫
る
や
■の
點 

な
る
が
、
吾
人
は
拾
が
も
此
點
に
於
て
多
少r

部
の
世 

A

S
其
見
る
所
を
異
に
す
る
も
の
な
^
s
o蓋
し
®
來
筋 

肉
勞
働
，者
を
掛
憊
せ
し
.め
た

，

る

難

事

業

の

多

ぐ

が

’
掛

然
 

力
の
適
用
に
依
り
て
容
易
に
遂
行
せ
ら
れ
得
る
に
至
6
_ 

て
大
.多
數
の
人
々
が
高
尙
な
る
天
禀
の
才
能
を
發
«
ず 

可
き
機
會
を
獲
得
し
た
る
は
實
際
の
事
實
に
し
て
、
從 

つ
て
策
要
な
る
產
業
：J:
の
任
狢
を
擔
饪
す
る

に

足
る
智
. 

カ
ビ
品
格
ど
を
具
街
ず
る
人
士
の
增
加
し
た
る
も
亦
た 

疑
な
し
ビ
雖
も
、
然
炉
も
最
適
任
者
が
世
間
の
表
而
に 

立
つ
に
至
る
可
き
見
込
は
下
の
如
き
種
々
な
る
M

0
に 

'

依
ぅ.

て
浄
減
せ

ら

る

を

免
れ
^
^j

稱
し
#
可
き
..も
の 

ぁ
れ
ば
な
り
。(

第
一)

一
產
業
階
段
に
於
け
る

適
不
適 

は
、
必
し
も
異
ル
る
種
類
の
能
カ
を
必
駆
ど
す
る
他
階 

段

R
於
け
る
其
適
不
適
を
指
示
す
る
も
の
に
ぁ
ら
ず
。 

(

.第
二)

一

人
格
の
內
部
に
存
在
す
る
悉
皆
の
も
の
は
少 

く

€
も
其
人
自
身
ょ
&
も
優
れ
.れ

る

才

幹

を

有

す

る

人

V
と

密
接
に
交
際
す
る
に
依
^
'
て
發
揮
せ
レ

る

、

も

の

.

.す
る
勞
働
者
は
.次
第
に
頭
角
を
露
は
し
#
可
し
と
雖
も 

な
れV 」

も
、
大
規
模
の
事
業
に
於
て
は
優
良
な
^
才

幹

.斯
る
’種
類
の
勞
暫
者
は
、
將
來
の
見
込
彼
に
比
し
て
ょ 

を
有
す
る
人
々
と
大
多
數
の
勞
働
者
と
は
直
接
に
相
接
.
_ 

b少
&
大
事
業
に
於
け
る
職H

長
及
其
他
の
小
役
員
に 

す
る
こ
ど
極
め
て
稀
な
6
;°
;

(

第
三)

職
エ
長
及
其
做
の
依
り
て
愛
せ
ら
る
、
こ
と
决
な
き
其
上
に
、
彼
の
價
値 

中
間
階
段
に
於
け
る
役
員
は
靑
年
職
工
の
心
の
奥
®
に

|

は
動
も
す
れ
ば
彼
の
作
品
に
依
り
て
定
め
ら
る
、
の
傾 

潜
在
す
る
1-
6
高
き
才
幹
を
十
分
に
識
別
す
る
こ
と
必
向

あ

る

毛
の
ど
す
。

し
も
迅
速
な
り
ビ
謂
ふ
可
か
ら
す
、
彼
等
は
靑
年
職H

 

| 

.热
て
今
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ル
ド
は
第一

着
步
芒
し
て
獨 

の
作
品
に
依
り
て
彼
を
^

^
せ
ん
か
な
；

e

 v

も
其
は
單
：|

A
せ

る

事

業

に

於

て

訓

練

せ&
れ
た
る
人
々
の
ij
i ?
を 

に
職
エ
ざ
し
て
の
彼
を
判
宠
し
得
る
好
材
料
た
る
の
み
ー
併
会
せ
ん
ミ
す
る
名
の
に
し
て
、
此
工
夫
は
一
時
の
間 

:に
し
で
彼
の
1>
い
優
れ
れ
る
能
カ
を
批
到
す
可
き
材
料|

誠
に
善
く
其
作
用
を
な
す
可
&
が
故
に
上
述
の
缺
點
は 

ミ
し
て
は
陲
め
て
貧
弱
れ
る
を
免
れ
ざ
る
な
ち
自
己
:一；
此
處
に
避
け
得
ら
る
可
し
ど
雜
も
、
然
か
も
是
等
の
人 

の
勞
働
翁
の
®
て
を
職
れ
る
小
^
業

家

は

特

殊

職

エ

の

、々

一
度
去
つ
て「

ギ
ル
ド」

自
ら
其
役
員
を
養
成
せ
ざ
る 

事
業
に
對
す
る
瞋
倐
气

^ -
の
勞
柳
の
價
値
ど
の
間
に
一
可
か
ら
ざ
る
の
時
に
-3
>
ら
ば
彼
等
は
必
す
や
上
記
0
原 

剑
然
れ
る
區
別
を
立
て
、
斯
く
て
.手
先
き
の
仕
事
に
特
因
の
爲
め
に
意
外
の
困
難
に
遭
遇
せ
.ざ
る
，を

得

ざ

る

可 

に
熟
練
迅
速
な
ら
ず
-
も
、
.將
來

重

要

な

る

責

任

を

負
i

h

y

?

擔
せ
し
む
る
に
足
る
判
斷
カ
ヒ
智
ガ
と
を
胲
ぶ
可
&
見
乃
ち
耍
約
し
て
之
を
言
へ
ば

.吾
人

は

逍

德

上.及
經
濟
| 

込
あ
る
勞
働
者
を
重
用
す
る
が
故
に
、
高
き
才
能
を
有
上
の
進
步
は
愈
々
益
々
品
性
上
に
加
へ
ら
れ
得
可
き
敕 

.
第
十
三
‘卷
.

a

六
看D

.

'
雜.

0

ー
ァ
？>卡
少
敎
拽
0
^
&
0
邕

0
1
1
^
#
餘
域
槪
- 

贽

十

ご

锁

九

七



.

第
十
I
.
‘ 

H
O
I
S
)

雜

錄

マ
5

十
i

辦
獎
卿
力
の
大
小

,0
程
度
如
何
に
依
り
セ
定
め
ら
る
\ 

も
の
に
し
て
、
而
し
.て
是
等
の
勢
カ
中
#
に
主
要
な
る 

は1

度
實
任
あ

る

地
位
に
置
け
ば
從
來
左
程
必
要
な
ら 

ざ
り
じ
才
能
を
發
f

來
6
て
能
く
其
任
に
堪
ゆ
る
の」

 

.

徵
候
を
示
す
者
は
直
ち
に
其
地
位
に
拔
擢
す
4>」

€
之 

::
-れ
な
り
と
な
す
漭
な
る
が
、
t
か
も
此
點
に
於
ー
し
他
ょ 

b
何
等
の
制
肱
を
蒙
る
こ
ビ
な
^

^
て
自
由
に
拔
擢
を
V 

行
ひ
得
る
の
地
位
に
：在
A

且
つ
■全
幅
の
精
力
を
傾
倒
し 

.
て
此
拔
擢
に
從
事
す
可
§
十
釜
0
»:
機

を

有

す

る

教

は

.
W

.

^
獨
立
せ
る
企
業
家
あ
る
の
み
'̂
る
を
見
る
者
な
り
一

と
す
。
:
.
:
.
: 

. 

\

.

，夫
れ
然
ぅ
、
然
れ
で
も
多
大
な
る
丨
留
を
_
す

可

き

腧I 

;

:

:

地
在
る
も
亦
た
槊
實
た
る
を
失
は
ざ
る
な
り
。

：
' 

蓋

し

戰

j

 

带
の
如
き
を
度
外
に
措
き
て
之
を
見
れ
ば
、
菩
人
对
人 

.
_間
の
幸

.

福
に
對
し
、

_

將
た
又

1

1

尚
尙̂

る
人
間
才
能

.

の
完
全
圓
滿
な
る
發
達
紀
對
し
セ
必
要
な
る
資
源
ヾ
し機 

會
と
を
漸
次
に
人
口
の
殆
ん
ぎ
全
騰
に
搬
張
す
る
の
希

找
の
ツ
襄
自
1

§
1̂

評

論

植

概

,

箔
十1 〗

號

九
八 

«

は
^

..
の

諸
_

«

#

を
基
%

<!
:
•
.し
.
て
J E
:當
R

之
^
期
待
し 

得
ミ
な
.ず
者
な
れ
ば
な
6
,。
其
條
件
S
は
.

(

第
.| )

®
人 

は
器
械
の
供
給
を
豐
富
R
し
之
を
奴
隸
ど
し
て
使
|又す 

_

る
に
依
り
て
最
下
層
の
人
々
.の
狀
}1
を
も
高
め
得
る
に 

| 

.至
る
こ
^
、(

第
二)

吾
人
は
是
等
奴
隸
の
數
S
力
と
を
' 

|

增
加
し
且
つ
長
時
間
^
を
働
か
し
む
^

,
t

共
に
、
也
方 

一
是
が
操
縱
潘
に
は
交
代
制
度
を
採
用
し
て
最
下
層
の
勞 

働
者

S
い
へ
ど
も
短
時
間
の
勞
働

に

，
但
し
時
問
中 

は
#

^
に
' 

服
す
る
の
.
要̂
あ
る
.の
.み
^
な
.
し̂
む 

る
.こ
ど
、(

第
！ニ) I

般
敎
肯
の
程
度
を
高
め
て
、
逾
當 

.

に
..指
^

せ
ら
れ
^

る
.器

'«
6<
奴
^

;

の
，爲
し
得
る
以
上®
 

仕
事
は
之
を
爲
す
を
得
ずVJ

云
ふ
が
如
き
然
か
く
無
智 

な
る
成
年
男
女
の
存
在
を
見
る
こ
ど
な
き
に
至
ら
し
む 

る
こ
ビ
、(

第S
)

思
索
、
發
明
、
企
業
、
管
理
綠
/ )

如 

.
き

高

尙

な

る

才

能

を

天

賦

せ

ら

れ
た
る
.人
々
が

其
才
幹 

に
K
敵
：せ
る

寰
任
地
位
に
a
速

R
到

達

し

得

る

途

を

熱 

心
K
開
•拓
す
る
？
岑
、(

第
$
3:善
意
な
る
事
務
負
な
ら

ば
.何
人
に
.て
も
十
分
に
之
を
‘遂
行

し

得

る

か

*
き

規

柄 

的

事

.
業

經

營

と

斯

る

事
務
贤
の
.能
力
以
上
に
あ
る
の
み 

tt
ら
中
其
性
格
全
然
相
合
ざ
る
こ
€
す
ら
も
又
た
あ 

レ
得
る
<
雖
も
、
然
が
も
雜
濟
上
の
進
歩
は
之
を
果
敢 

丑
つ
賢
明
に
遂
行
す
る
^
砍
ヵ
て
‘來
:̂

ビ

云
ふ
が
如
き
一 

■

的
企
業V

の
間
に
明
白
な
る
戚
別
の
存
す
る
令
恒| 

に
忘
却
せ
ざ
る
こ
S
、(

第
六X

ィ)

最
も
進
#
的
な

るj 

實
業
.家
は
留
已
の
計
剪
に
於
：て
危
險
を
胃
し
、
金
餞
上

::

| 

の
結
果
に
依
$

し

^
は
之
&
瞪
明
す
る
こ
^
必

し

も

_ 

容

易

と

謂

び

得

可

か

ら

ざ

る

の

成

功

に

依

h
て
:'
| 

0
已
が
有
能
な
る
指
抓
#
た
る
の
.名
*
を
獷
得
す
る
の

」 

铒

幽

を

大

ひ

に

尊

重

す

る

.者

な

る
こ

じ

、
，、
但

じ

(

ロ)

總
一 

、
て
：の
漕
手
を
阻
む
逆
流
は
競
走
A
の
熱
心
を
實
質
的
に
_. 

減
少
せ
；じ

0
'る
も
の
に
^
ら
ざ
茹
こ
£
、
ノ

從
<)
て
e
ハ) 

假
令
富
有
者
に
要
求
す
る
は
國
民
的
目
的
の
翁
め
に
大 

な
る
寄
!#
^

«
す
可
&;
.こ
^

^
现
で
す
る
知
企
業
は
依( 

^
^
.̂:
,し
.1:
»
^
^
^
.
^
^

る

>
^
 ̂の
S
る
z
，ti
y-,
 (

^
^
^
3
,

)

.物
«
的

第十；ニ
释

(

一S

S

)

雜

錄

マ
ァ
5/
ャ
が
敎
|

奴
隸(

即
ち
：器
械)

を
_

加
す
る
0

用
に
供
せ
ら
れ
た
る 

可
き
資
源
.

に
m

す
る
總
て
の
m

稅
は
國
S

全
體
の
爲
め 

に
有
齊
な
る
S

上
に
、
或
る
點
に
於
で
は
特
に1

セ
贫 

し
き
人
々
の
爲
め
に
：有
害
な.る
■

も
®

な
.

れ
ば
1

に
.
#

 

.
常
な
る
：重® :

を

課

し

て

得

^

る

所

の

，
も

の
、

砻
く
は
»

 

ょ

々

出-

る
所
得
は
之
を
經
常
費
支
辨
の
用
に
.供
す
可 

■
か
ら
ざ
る
こ€

 

t

繁

)

國
偾
の
負
谵
が
後
世
千
孫
の 

巨
大
：な
る.
災
害
的
遺
'
產
/ 2

ち
ん
じ
す
ゐ
瑰
在
の
如
き
時 

世
に
於
丈
は
1

資
本
の
集
職
滎
著
し
くm
J h

甘
ん
€
 

す
る
が
如
き
總
て
の«

«

の
所
康
を
、
此
負
債
の
減
少 

に
：
充

常

す

可

き
^

の
な
る
‘
を
主
張
す
る
こ
ミ
、(

第
九)

 

有
能
な
る
.
企
業
を
養
提
し
激»

す
る
.
國

家

は

：
稍
«

き
_

 

稅
を
課
す
る
も
猶
ほ
依
然
せ
し
て
資
本
を
誘
引
す
可
し

.

>

然
か
も
資
本
は
：不
當
な
る
取
扱
を
受
く
るィレ 

き
林
他
亿
移
住
せ
ん̂

す
^

傾

的

^

布

す

と

い

ふ

事

賞 

を
參
酌
す
も
乙
卷(

第
十)

雇
*
並
び
に
資
本
家
及
び
被 

歷
者
、
約
言
す
れ
ば
有
ら
ゆ
る
階
級
及
刚
體
が
其
供
紛

の
^aticaal Guilds

評
^
植槪

‘ 

笫十二魄九九
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第
十
i
 

c
j
-
s
c

.

雜

：

錄

義

^

i

l 

?

£

s

s

栩
概 

第

卜

ニ

躲
I
O'Q
:

を
比
較
的
に
稀
少
な
ら
し
む
る
に
依
う
て
，自
己
の
勸
務
ば
な
う

,°
然
れ
ば
@
人
は
眞
の
理
解
を
有
す
る
人
々
の 

恶
く
ば
生
產
物
の
市
價
を
高
め
ん
ビ
す
る
總
て
の
行
爲
同
情
と
評
價

S
の
温
き
息
に
俟
ち
て
美
は
し
き
仕
事
ヒ 

を
避
く
る
‘こ
ビ
、
等
な
6
ミ
す
;0
淸
新
な
る
創
意
と
を
撫
育
.せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。：
吾
\
次 

却
說
社
會

'-
0
目
的
に
關
す
名
P
題
は
各
時
代
に
於
て
：

消
費
者
を
强
む
る
ど
共
に
消
費
の
爲
め
に
蓆
ふ
る
、
 々

:
，其

形

體

を

新

に

す

る

も

の

な

れ

ど

も

、
：併

し

其

總

て

の

| 

0
■
最

善

の

資

質

を

喚

起

す

る

が

如

き

徑

路

に

消

f

轉 

«
底
6

は

る

根

本

原

則

は

常

に

同f

念

せ

じ

め

f

可

か

ら

す

。
菩A
は

幾

多

の

仕

事

中

に

ば 

て

^
步
は
人
性
中
の
最
强
に
し
て
單
に
最
高
简
な
るj

貴
か
ら
ず
し
て
然
か
も
爲
3
れ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
も
の 

の
.み
に
止
ま
6
ざ
る
力
が
社
會
の
利
益
增
進
の
爲
め
に
一
あ
る
を
認
め
て
之
.を
狹

：小

な

る

範

圃

に

制

限

せ

ん
W
爲 

:
利
用
せ
ら
れ
得
る
範
圍
程
度
に
職
由
す
と
謂
上
も
の
は
め

ビ

、
其
の
自
fi
t
に
於
て
旣
に
.劣
等
れ
る
を
免
れ
ざ
る 

即

ち

是

れ

な

り

ど

す

。
：而

か

：も

此

根

本

原

則

は

眞

^
社

有

^
ゆ
る
生
活
條
件
を
報
絕
せ
ん
が
爲
め
と
に
不
斷
に 

V
#

の
茅
益
/
る
も
の
ii
何
を
や
ぜ
の
間
に
®
し
若
干
のj
增
大
し
行
く
知
識
：

yj

物
質
的
資
源
^
を
適
用
せ
ん
と
努 

:疑
惑
*
在
す
る
の
故
を
其
甚
礴
を
害
は
る
、
も
の
に
あ
：
.
め
ざ
名
可
か
ら
ざ
る
な
う
0

S
A
Vの生活ょ、

1丨ゴ 

ら
ざ
る
な
6

ダ
と
な
れ
ば
社
會
0

^
益
か
人
間
の
才)

人
が
其
を
形
つ
く
る
‘；

o

同
樣
ま
12
吾
人
を
形
つ
く
る
も 

:
ぬ
を
健
全
活
潑
に
行
使
.

J

發

達

せ

し

め

て

：
ー

.方

.に

自

尊

.
の
な
る
其
一
方
に
於
て
吾
人
自
身
は
急
速
に
變
化
し
能 

:

自
重
の
心
を
養
ふ
ビ
共
に
；他
方
に
於
て
は
靈
の
光
明
は

f

も
の
な

•れ
ば
、
遽

か

に

多

大

な

る

改

良

を

加

へ

, 

に
支
持
甘
ら
れ
て
生
氣
ぁ
る
幸
繭
を
生
む
點
に
-#
>」

し

.'
ら
れ
得
可
き
も
の
：に
あ
ら
ざ
れ
^
も
、
併
し
©
人
はW

 

て
存
在
す
る
は
衆
論
の
結
局
に
於
て
歸
着
す
る
所
ね
れ
尙
な
る
#
活

を

營

み

得

可

&

機

會

の

總

て

の

父

こ

開

か

れ
.ぁ
5 :
.
彼
の
.遙

か

な

る

目

檫

を

目

揩

し

て

徺

ま

す

恪

ま 

ず

に

押

し

逝i -
.

w

る
可
.か

ら

ざ

る̂

り
o

.

一

經

濟

的

史

觀

論

：の

慠

値(

七
完)

へ

紹
.
.
.
.
-

_ 

: 

•

... 

.
.
.

,

:

.

.■九

■

然

ら

ば

吾

人

が

以

上'述
べ
來
れ
る
0
由
意
思
的
现
性 

的
世
界
に
於
け
.る
.經
濟
的
物
的
方
面
は
如
何
o
.吾

<

か
丨 

-

理
性
的
^
斷
を
下
す
^
當i

つ
て
如
何
に
す
..るW

も
物
質 

的
考
慮
を
全
然
度
外
視
す
る
こ
ビ
能
は
す
。
殊
に
'.「

自 

己
保
存」

の
.み
を
念
w
t,
る
時
は
.著
し
く
重
嬰
視
さ
る
。：
 

こ̂

依
#

七
1 >

て

氣
濟
が
史
雜
論
か
他
の
ぁ
ら
ゆ
る
史 

觀
論
以
上
に
強
調
さ
る
：、
所
以
な
り
。；

然
れ
ど
も
菩
人 

が

.®
牲

的

判

斷

を

な

す

は

單

に

生

存

の
み
を

念
と
も
て 

利
寄
を
剑
斷
す
る
も
の
に
ぁ
‘ら
す
。
' 換
言
す
れ
ば「

自 

己
保
存」

を
脫
却
せ
.る
、

否

時

に

相

矛

盾

せ

る

「

隹
：：已
：

m

i '
s

主
張」

.

の
精
神
を
有
す
る
な
む
。

.吾
人
々
類
は
單
獨
に
生
#
ず
る
も
の
.に
あ
ら
ず
し
て 

社
會
を
形
成
し
其
の
.

1

員
た
.る
以
上
、
興
の
祉
食
全
般 

R
對
し
て
一
種
0
義
務
観
念
を
生
す
。
そ
が
所
謂
共
同 

責

任Solidarite

の
觀
念
た
る
ミ
否
と
を
間
は
す
、
社 

:

會

的

罪

惡

を

忌

避

す

る

所

謂

茛

心

な

‘る
本
の

存

在

す

る 

こ
S
疑

：ふ
ベ
か
ら
ず.。.
其
の
起
源
を「

自
己
保
存」

若
し 

く
は「

自
己
主
55」

に

求

め

て

，
一

、

に
«
物
的
偷
a
說
を 

:
論
じ
#
ざ
る
.に
あ
ら
中
。
然
れ
€
も
余
は
尙
ほ
斯
如
き 

'
發
生
學
的
事
物
を
観
察
す
る
危
險
を
知
^
、
且
つ
幾
分 

の
疑
問
を
有
す
る
が
故
に
輕
々
に
斷
じ
尜
る
乙
^
を
欲 

せ
す
：。
故

に

こ

A

に

て
は
斯
如
き
道
德
的
善
惡
の
：判
斷 

が
先
天
的
に
存
在
し
"
力
ン
ト
ビ
共
に「

わ
が
內
に
存 

龙
る
逍
德
律
：

」

を
.認
識
レ
得
れ
ば
：足

れ

ト

。
.
唯
吾
人
の 

善W

見
.る
も
の
時
に
必
ず
し
冷
社
#.
多
數
の
善
と
見
る 

.
所
$

一
 
政
せ
.ざ
る
こ
^>

あ

ダ

？
然

れ.ど
も

吾

人

が

®

會 

に
#
:存
す
る
ば
喪
く
せ
.も
！̂

の
；库

已

保

存

が

社

會

は

f
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